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評価方法の見直し（案） 

定量評価 

定性評価 

総合評価 

各指標の達成率を点数化す

ることで、極端となる判定

結果を解消 

改 

正 

評価の観点を

１つに整理 

(表現の見直し) 

改
正
１ 

定量評価と定性評価の合計点

をもって判定すると共に、総

合判定の表現を見直し 

改 

正 

点検・評価の結果を
踏まえた取組を進
め、施策の方向性に
進展が見られるか 

・取組の小柱毎に評価し、 

判定結果を定量評価に合 

わせ点数化 

・総合評価と同じ表現とな 

っていた「進展あり」を 

解消 

改
正
２ 

〔現行〕 〔改正〕 

〔参考：現行の判定〕 〔判定の基準〕 

〔改正後の観点〕 

総合評価

計画どおり

概ね計画どおり

進展あり

進め方を検討

―

進展あり

進展なし
判定

施策内の全ての

取組が３つの観点を

満たしているか

満たしている 1

満たしていない 0

(０～１点)

判定

施策内の各取組が

観点を満たしているか

各取組の平均点

判定

➀各指標の評価 ②定量評価の判定

〔現行〕 〔改正〕

現行 改正 施策内の各指標の評価 判定 判定

100％以上 ａ 4 ａ又はｂのみ Ａ

90％以上100％未満 ｂ 3 ｃがある(ｄはない) Ｂ

80％以上90％未満 ｃ 2 ｄがある Ｃ (１～４点)

80％未満 ｄ 1

指標の進捗率
評点

各指標の

平均点

評価の流れ 

定量評価 定性評価

各指標の

平均点

各取組の

平均点

(１～４点) (０～１点)

合計点 総合評価

4.6以上 順　　調

3.6以上4.6未満 概ね順調

2.1以上3.6未満 やや遅れている

2.1未満 遅れている

(定量評価できない場合) 判定不可

資料２－２ 



[現行]   [改正（案）]

２


